
　申立てに必要な書類

　　養子となる人の住所地の家庭裁判所

　　□　養子となる人１人につき　収入印紙　８００円分
　　□　郵便切手　８７０円分　【８２円１０枚，１０円５枚】

　　□　申立書　１通
　　□　戸籍謄本（全部事項証明書）　各１通
　　　□　申立人（養親となる人）のもの　　□未成年者のもの
　　　□　未成年者が１５歳未満の場合は，代諾者のもの
　　※そのほかに書類の提出をお願いすることがあります。

　　養親となる人　申立てをする人 

　申立てをする裁判所

　申立てに必要な費用

   養子縁組をするには，市区町村役場に養子縁組の届出をしなければなりませんが，

養子となる人が未成年者の場合や後見人が被後見人を養子にする場合は，あらか

じめ家庭裁判所の許可を得る必要があります（民法798条本文，794条。）。その許可

を得る手続が「養子縁組許可」と呼ばれる手続です。 

  この手続を行いたいときは，以下の書類等を用意し，裁判所に提出してください。 

「養子縁組許可」の手続とは・・・ 
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※２週間以内であれば，不服申

立てをすることができます。 
約３～６か月 ※目安です。 

戸
籍
の
変
更
 

養
子
縁
組
の
届
出
 

市区町村役場 

での手続 

手 続 の 流 れ 
※一般的な流れを示したものです。 
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よくあるご質問 
 

   家庭裁判所で，後見人が被後見人を養子とすることについての許可と，未成年者を

養子とすることについての許可（Ｑ１に記載されている場合は，不要です。）を得ることが

必要です。これらの許可を得る手続は，１通の申立書で行うことができます（なお，申立

手数料（収入印紙）は２件分かかります。）。また，未成年者が１５歳未満のときは，縁組

の代諾者として特別代理人又は後見監督人が必要になります。 

Q3 後見人が未成年者である被後見人を養子とするときは，どのような手続が必要とな

りますか？ 

  養子縁組は，養親となる人と養子となる人とが届出することによって効力が生じますの

で，本籍地又は住所地（養子が１５歳未満のときは代諾者の住所地でもできます。）の市

区町村役場で養子縁組の届出をしてください。届出に当たっては，審判書謄本のほか，

戸籍謄本の提出などを求められることがありますので，詳しくは届出する役場にお問い

合わせください。 

Q4 申立てをした後は，どのような手続が行われるのですか？ 

   養子縁組が未成年者（被後見人）の福祉にかなうかどうかを審理するため，申立人，

未成年者（後見養子のときは，被後見人），代諾者（未成年者が１５歳未満のとき）などに

対して，家庭裁判所調査官が調査をしたり，必要に応じて，裁判官が審問をしたりして，

これらの結果に基づき，裁判官が判断することになります。 

Q5 許可になったときは，どのような手続をすればよいですか？ 

  〒４６０－０００１ 

    名古屋市中区三の丸一丁目７番１号 名古屋家庭裁判所 家事受付センター 

                                 （ TEL  ０５２－２２３－２８３０ ）   

名古屋家庭裁判所（本庁）に申立てをする場合の申立書等の提出（送付）先 

Q1 未成年者を養子とする場合は，必ず家庭裁判所の許可が必要になるのですか？ 

   自分の直系卑属（子，孫など）又は配偶者の直系卑属（子，孫など）を養子とする場合

は，家庭裁判所の許可は不要です。 

Q2 配偶者のある者が未成年者を養子とするには，夫婦で養親にならなければなりませ

んか？ 

   配偶者のある者が未成年者を養子とするには，配偶者とともにしなければなりません。

ただし，配偶者の嫡出子を養子とする場合，配偶者がその意思を表示することができな

い場合は，単独で養子縁組をすることができます。 
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